
 

在宅医療・介護連携、認知症対策推進事業 令和３年度進捗状況及び令和４年度事業（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

目指す姿 

① 在宅医療・介護の支援の基盤が整備され、切れ目のないサービスが提供できる 

② 在宅医療・介護に携わる職員の連携体制が構築され、研修等を通して資質の向上が図れる 

③ 在宅医療・介護について、市民に適切な情報が周知され、看取り等も含めて市民の理解が進む 

項目 事業名 事業概要 

ア 地域の医療・介護

の資源の把握 
🔶医療機関や介護事業所等

の住所や連絡先、機能等を

把握、リストやマップ化し、関

係者で共有する 

 

イ 在宅医療・介護連

携の課題の抽出と

対応策の検討 

🔶地域の医療・介護関係者

等が参画する会議を開催

し、在宅医療・介護連携の現

状を把握し、課題の抽出、

対応策を検討する 

 

ウ 切れ目のない在宅

医療と在宅介護の

提供体制の構築促

進 

🔶地域の医療・介護関係者

の協力を得て、切れ目なく在

宅医療と介護が一体的に提

供される体制の構築に向け

て、必要な具体的取組みを

企画・立案する 

 

エ 医療・介護関係者

の情報共有の支援 
🔶情報共有シートや地域連

携パス等の活用により、医

療・介護関係者の情報共有

を支援していく 

🔶在宅での看取り、急変時

の情報共有にも活用する 

 

オ 在宅医療・介護連

携に関する相談支

援 

🔶在宅医療・介護連携に関

する相談窓口を設置・運営

し、市民や地域の医療・介護

関係者からの相談の受付を

行う 

 

カ 医療・介護関係者

の研修 
🔶多職種で連携に関してや

事例検討等の研修を行う 

 

キ 地域住民への普及

啓発 
🔶在宅医療や介護に関する

講演会の開催、パンフレット

の作成・配布等により、地域

住民の在宅医療・介護への

理解を促進する 

 

ク 在宅医療・介護連

携に関する関係市

区町村の連携 

🔶複数の関係市区町村が連

携して、広域連携が必要な

事項について協議する 

 

令和３年度事業実績 

【在宅医療・介護連携、認知症対策推進会議】 

・在宅医療・介護連携、認知症対策推進会議を年２回開催し、事業を行う上での課題について検討 

 

①在宅医療・介護の支援の基盤が整備され、切れ目のないサービスが提供できる 

・市民が希望し、今後増えることが見込まれる在宅での看取りケースを支えるため、支援の中心を担う

訪問看護事業所と薬局、居宅介護事業所、訪問介護事業所による研修会を開催予定（3/18） 

・入院時に病院・居宅介護支援事業所がスムーズに連携できるよう、認定者に送る通知に、連携に関す

るお知らせを同封（対応済み） 

・千葉県地域生活連携シートの活用・利便性について、介護支援専門員研修会でアンケートを行い、市

独自のツールの必要性についても検討する  

・「介護と医療サポートガイド」の更新のため、医療機関等にアンケートを実施（アンケート集計結果：資

料１－２）、内容の見直しを行ったうえで年度末に発行予定 

・上記アンケートで、医療機関ごとに連絡を取りやすい手段や時間帯を調査し、取りまとめた情報をケア

マネに提供 

・特養連絡会、通所介護事業所連絡会、訪問看護連絡会の参加 

⇒コロナウイルス感染症の拡大を受け、病院連絡会、リハビリテーション連絡会は今年度行っていない

が、特養連絡会・通所介護連絡会はリモートで開催し、訪問看護連絡会は集合にて参加 

・複合的な課題がある世帯について、医療機関や障害者相談センター、ワークライフサポートなどと連

携 

・医療・介護事業者からの相談窓口を市に設けているため、引き続き相談に対応 

・救急医療情報キットについて、居宅介護支援事業所に利用者への配布を促してもらうとともに、一般

市民に向けて、広報やホームページなどでの情報発信を行っている 

また、消防本部や白井市（消防の管轄が同一）と、救急医療情報キットの運用について、検討会に参加 

・救急医療情報キットの情報の更新がスムーズにできるよう、市のホームページの書式にワードを追加 

・認知症初期集中支援チームの支援実績は、８件（１２月末）。専門医療機関未受診や、本人が介護や

医療サービスを拒否しているケースが多い。 

・認知症ケアパスの改訂に向けて、認知症地域支援推進員を中心に当事者の声などを集めている。今

年度末には改訂版を発行予定。また、認知症の早期発見の一助とするためチェックリストと相談先の紹

介のみを記載したチラシを作成し、市内医療機関等へ配布した。 

 

②在宅医療・介護の職員の連携体制が構築され、研修等を通して、資質向上が図れる 

・ケアマネジャーへアンケート（集計結果：資料）を行い、医療との連携について抱えている課題につい

て情報収集 

⇒主資格が介護福祉士の人が多く、９割の人が医療職に対する苦手意識がある 

⇒実際の業務の中でも、医療職との関わりに悩みを持つ人が多い 

・3/11 看取り支援の際の医療と介護の連携について研修会開催予定 

 参加予定者：訪問看護事業所・薬局・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所 

 

③在宅医療・介護について、市民に適切な情報が周知され、市民の理解が進む 

・在宅医療・介護についての周知を図るため、１０月に市民講演会を開催する予定としていたが、コロナ

ウイルス感染症拡大のため、講演会は行わないこととし、その代わりに、在宅医療について少しでも周

知が図れるよう、在宅医療の関係者にインタビューを行い、その動画を市のホームページに掲載 

インタビュー協力者：河内委員長・飯塚委員・杉山委員・高島医師（いんざいさくらクリニック）・伊藤氏

（アイン薬局日本医大北総店） 

※会議当日、編集中の動画視聴予定 

・「介護と医療サポートガイド（（案）添付）」は年度末に発行予定 

・「わたしノート～みんなに伝えておきたいこと～」（エンディングノート）を９月より発行 

⇒10/1号の広報にて周知、市役所・各地域包括支援センターで配布中  

現在約５００冊配布 

・3/10 オーラルフレイル予防講座開催予定・・・口腔ケアからも介護予防、健康寿命について考えても

らう機会を作る 

⇒2/1広報及び町内回覧にて周知予定 

・出前講座「終活のすすめ」・・・２回開催 

 

令和４年度事業（案） 

【在宅医療・介護連携、認知症対策推進会議】 

・在宅医療と介護連携についての課題を継続的に抽出し、在宅医療・介護連携、認知症対策推進会議に

て課題に対し市と共に検討を行っていただく 

・従来どおりの内容に加え、認知症初期集中支援チームの活動報告及び活動の方向性を検討する内容

を年度の中間で 1回開催予定 

 

①在宅医療・介護の支援の基盤が整備され、切れ目のないサービスが提供できる 

・コロナ禍で行えていない病院連絡会の開催方法を関係機関と検討し、病院と介護支援専門員等との連

携を図る 

・医療機関やケアマネへのアンケートで、共通のツールが必要と考える意見も あったため、必要性につ

いても含めて検討する 

 

②在宅医療・介護の職員の連携体制が構築され、研修等を通じて、資質向上が図れる 

・ケアマネへのアンケート結果から、多職種での事例検討についての要望が多く上がっていたため、今年

度に引き続き、多職種での研修会を企画する 

・医療機関や薬局へのアンケートでも、「研修の内容によっては研修会に参加したい」、研修テーマとして

は「医療と介護の連携について」との回答が多く見られたため、医療機関や薬局の方が参加したいと思う

ような内容について検討する 

⇒研修内容や開催方法等について、ご意見・ご提案をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

③在宅医療・介護について、市民に適切な情報が周知され、市民の理解が進む 

・コロナ禍であっても市民に向けた必要な情報の発信は必要なため、開催方法等を検討した上で、講座

や講演会などを企画する 

⇒講座・講演会の内容や開催方法等について、ご意見・ご提案をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

・最期まで尊厳を持って自分らしい人生を送っていただくため、生き方を改めて考えたり、整理したりする

ツールとして、「わたしノート（エンディングノート）」の積極的な活用を勧める（配布や出前講座での活用） 

・「医療と介護サポートガイド」の配布（これまでの配布先：市役所・包括・公民館・出張所等、市のホーム

ページに掲載） 

⇒配布先等の周知方法について、ご意見・ご提案をお願いします 

 

 

 

 

 

 

・出前講座「終活のすすめ」の開催 

 

資料１－１ 

① 

 

 

 

 

③ 

 

 

② 

 

 

 

※引き続き行う内容については、記載していないものもあります 


